
「最大限のアプローチをする」

活動団体プロフィール

「小浜線を次世代に」

◆活動のゴール
・小浜線利用者数の増加
・嶺南地区の経済的成長と活性化
・嶺南地区の魅力の発信

◆活動始動のきっかけ
小浜線利用促進協議会という方から「小浜線活性化のためになにかしませんか」
というお声掛けを頂いたのがきっかけだった。普段通学で使用している自分たち
高校生だからこそ浮かぶ課題、課題解決のためのアイデアがあるのではないかと
思い活動し始めました。

福井県立美方高等学校2年生
[メンバー]
竹村 凌一(右上)
山口 桂吾(左上)
吉田 匠吾(左下)
和多田 明陽(右下)
渡辺 悠大(不在)
[協力] 福井県嶺南振興局二州企画振興室
小浜線利用促進協議会

ガチャ旅の効果…嶺南地区の魅力の発信

「小浜線や沿線各地の魅力をより多くの人に知ってもらう！」

「JR小浜線の利用促進とそれに伴う

嶺南地区の活性化」

【福井県】

福井県立 美方高等学校

チームガチャ旅

高校生ボランティア・アワード2023

「小浜線って何？」
福井県敦賀市敦賀駅から京都府舞鶴市東舞鶴駅までの
全２４駅を結ぶJR西日本の地方路線
路線距離 84,3km

付近の観光名所
氣比神宮（敦賀市）水晶浜（美浜町）三方五湖（美浜町、若狭町）
瓜割の滝（若狭町）蘇洞門（小浜市）明通寺（小浜市）
若狭彦神社（小浜市）若狭和田浜（高浜町） など

ワンマン運行、2両編成が基本の路線ダイヤは基本一時間に一本
一時間、来ない時間帯もある。

深刻な赤字路線になっている

赤字路線からの
脱却

・福井県嶺南地区（敦賀市、美浜町、若狭町、小浜市、おおい町、高浜町）在住の

高校生を対象にした小浜線の利用状況に関するアンケート調査（２７９件の回答）

・福井県嶺南振興局二州企画振興室小浜線利用促進協議会さんとの協力の開始

・小浜線利用促進協議会主催若者委員会に参加

・企画「JR小浜線で巡るガチャ旅」の実施

・「敦賀鉄道フェスティバル」に参加「ガチャ旅」の宣伝、設置

今までの活動 ガチャ旅の詳細

①敦賀駅と小浜駅にガチャを設置

↓

②事前申込者にガチャを引いいてもらう

↓

③ガチャで出た駅に小浜線で行き、ミッションを達成する
このような流れで行うイベント。

ガチャには駅名とミッションが書かれた紙を入れる。ミッションは下の写真のようである。

事前申込制で参加者を募り、今年の３月中に計４日間実施した。

その結果、216名の方々に参加していただいた。

心がけていること
・「妥協は絶対しない」
妥協して中途半端な結果で終わることは絶対しない

・「協力者を得る」
自分たちだけではできないことが必ず出てくる
その時に対処できるような協力者と一緒に壁を乗り越える

・「客観的な見方をする」
客観視することで企画が効果的かどうか、問題点は無いか
などをわかりやすくできる。

・「自分たちにしかできないことを」

声掛けや、ポスターなどの誰でも容易にできることではな
く
多くの人の興味関心をひきつけられるような、自分たち
しかなせないことをする。

交通の利便性

その街の豊かさ

【嶺南地区の高校生に行った２７９名に行った小浜線に関するアンケート調査】
内訳…美方高校１５０名、若狭高校９７名、若狭東高校１７名、

敦賀工業高校９名、気比高校５名、敦賀高校１名

交通の便を充実させる
↓

人の流入の促進
↓

経済の発展
↓

街が豊かになる

交通の利便性はその街の豊かさに直結する。
この小浜線利用促進企画は若狭町の発展に直結する。
私達の最終的ゴールは

「地元を暮らしやすく豊かな街にする」
ということ

私達のゴール

【ガチャの中身】ミッション（上）

と駅名（右）

↑小浜線利用促進協議会さんたち
とのリモート会議の様子

↑ガチャ旅当日の様子（小浜駅）

↑ガチャ旅の取材を受ける（敦賀駅）

↑ガチャ旅出発前の様子（小浜駅）

継続的利用促進には繋がりづらい

小浜線を確実にかつ継続的に
利用促進につながる企画をする

そこで、次に時しいしたい企画が

「小浜線マイレージサービス」

「小浜線マイレージサービス」とは

小浜線を利用する度にポイントが貯まる
↓

そのポイントと景品を交換できる
というサービス

but,,, 多くの問題点が存在する

例）
多くの資金がかかる
アプリケーションの開発が困難
時間がない

私達の探究活動はこの一年限りで終了する。

だから私達の目標は次世代に繋げていく

↑
ガチャ旅のチラシ、ポスター
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